
おめでとうございます。
　本シリーズも長くなり、今回で Vol.14 となります。
　今回は、直江地区内で古くから知られている「井戸」
と地質との関連について、まず直江町のすぐ南にある興
林寺と東白寺の山裾にある井戸を題材として述べたいと
思います。
　私が小学校へ入学する前後の昭和30年代までには、
直江地区の各家庭に井戸があったと思います。しかし、
それらの井戸は、私の家の井戸がそうであったように、
大半が鉄サビを含む「かなけ水」で、砂利・砂・木炭・シュロ等によりろ過して
飲用水にしていたのではなかったでしょうか？直江町及び北側の平野部で、井戸
水をろ過せずに飲み水とされていたという情報があれば、是非ともお教えいただ

きたく思います。斐川平野部の地下水は、斐伊川の上流域で行わ
れた「かんな流し」により、多量の鉄分を含むため、かなけ水になっ
ていると考えられます。
　ところが、例外的に興林寺・東白寺の山裾にある井戸は、ろ過
せずに飲むことができ、日本酒や醤油の醸造水として利用されて
いました。これは、左上の地質図に示すように、これらの井戸が「斐
川層」の砂岩まで深く掘り込まれていることによると推察されま
す。上記2寺とも本堂・境内は、「斐川層」砂岩の丘陵上にありま
すが、井戸は 1 段低い境内の登り口にあります。
　地質図では、東白寺は平野部の沖積層（未固結の砂・粘土）となっ
ていますが、シリーズ（12）で述べたとおり、ここも砂岩で構成
されています（右上の写真①）。東白寺参道登り口の井戸を写真②、
興林寺本堂前の池と竹やぶを挟んでその東側山裾の井戸を写真③
に示しました。
　ここで、砂岩という岩の中から地下水が湧き出るのを不思議に
思われる方もおられると思いますが、「斐川層」の砂岩のように元々

が細粒の砂が固まった岩で、鍬やスコップで掘削できる程度に軟らかい岩であれば、水を透す性質があるのは不思
議ではないと考えられます。写真②の井戸の約50m西側には、もう一つの井戸（写真④）がありますが、この井戸は
昭和30年代まで周辺の住民に広く供用されていました。
　また、写真③竹やぶ下の井戸は、東側に谷の水田跡が広がっており、井戸は山裾を切り込んだところに、掘削さ
れているようです（写真⑤）。おそらく、沖積層のかなけ水が流入しないようになっていると考えられます。これら
の井戸は、今後想定される大災害時に役立つもので、適切な維持管理が望まれます。
　今回は直江町部の井戸で精一杯となりましたが、次回チャンスがあれば、堀切地区御井神社の三つの井戸につい
て述べたいと思います。
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★子どもスケート教室
★そば打ち体験
★ふるさと探訪

※天候などの影響で変更や
　　中止になる場合があります。

●近日開催イベントについて
※詳細については配布チラシにて

お知らせいたします

　直江地区自治協会へご寄付をいただきました。
〔香典返し　金一封〕（届出順）
　・伊藤 　健 様 （伊藤 喜代子 様 / 令和７年9月）中筋小原
　・神門 邦夫 様 （神門 昌子 様 / 令和７年11月）新川
　・高橋 丈晴 様 （高橋 一郎 様 / 令和７年11月）新町
　・桶田 　貢 様 （桶田 朝野 様 / 令和７年10月）つつじヶ丘１
　（　）内は故人
　ありがとうございました。
　直江地区自治協会を通じて地域活動団体・社会福祉団体等へ
配分し、有効に活用させていただきます。

ご寄付のお礼

　皆さまにはお健やかに新年を迎えられたことと心より
お慶び申しあげます。
　旧年中は、皆さま方のご理解とご協力によりコミュニティセンター事業も、文化祭を始め地域の皆
さま方が参加しやすい事業、多文化共生事業も実施することが出来ました。
　近年直江地区は、さまざまな社会変化により自治会加入率が低下し地域の繋がりが希薄になりつつ
あります。そのようななか、町づくりの拠点としてのコミュニティセンターの役割はますます重要に
なってきました。
　今年は午年、飛躍や挑戦の年とされています。直江コミュニティセンターも皆さま方
と連携・協働して、住みよい町づくりの役割を十分に発揮し飛躍の年になるよう努め
てまいります。
　結びに、新しいこの１年が、皆さまにとりまして健やかで、実りの多い年である
よう、心よりお祈り申しあげ、新年のご挨拶とさせていただきます。

　直江コミュニティセンター関係団体の皆様にご出席いただき、新年賀会を開催
いたしました。
　はじめに自治協会 山根悟会長より年始のご挨拶をいただき、続いて斐川行政
センター地域振興課 船木剛課長より祝辞をいただきました。その後コミセン

運営委員会 松山宏会長による乾杯の発声をもって
開会いたしました。皆さまにご歓談いただき、結
びに直江地区社会福祉協議会 石原順会長の一丁締めで盛会
のうちに閉会となりました。
　新年を迎え、地域の方々と交流を深める有意義な機会とな
りました。本年もよろしくお願いいたします。

新年のご挨拶
新年あけましておめでとうございます。 直江コミュニティセンター運営委員会

　 会 長 　 松 山  宏

1月9日（金）

新年賀会

青少年育成者等功労表彰

　このたび、山根悟様が多年にわたり優れた見識をもって青少
年健全育成の推進に寄与された功績を讃えられ出雲市青少年育
成市民会議より表彰されました。おめでとうございます。

山根 悟 様

出雲圏域健康長寿しまね推進会議
出雲圏域会長賞（地域部門） 継続賞
直江ふれあい
サロン 様

よさこいチーム
KIRINJI 様たんぽぽ 様

健康長寿しまね推進会議 会長賞

　このたび、直江地区健康づくりの会様が永年にわたり積極的に
健康づくりに取り組まれ健康で明るい地域社会づくりに貢献され
た功績を讃えられ健康長寿しまね推進会議より表彰されました。
おめでとうございます。

直江地区健康づくりの会
　会長 高橋 明子 様

役員の退任および新任について、下記のとおりお知らせいたします。
今回退任の皆さま、長い間大変お世話になりありがとうございました。

直江地区
民生児童委員

退 

任
水　 義康 様
荒川 文雄 様

新 

任陰山 健二 様 出雲地区
保護司

退 

任勝部 　篤 様

退任・新任のお知らせ

コミュニティセンター報
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世帯数

人　口
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令和7年11月末現在
直江地区の世帯と人口
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12月28日（日）

11月16日（日）

11月9日（日）

お　願　い コミセンでは、行事やイベントの際に写真撮影をし、コミュニティセンター報やホームページに
掲載しています。ご理解ご協力をお願いします。

　中部小学校の体育館でカローリング大会が開催されました。
今回は15チームにご参加いただき白熱した試合が繰り広げら
れました。
　会場では健康フェアを同時開催
し、アルコールパッチテストや血圧
測定などの健康チェックをしていた
だきました。たくさんの方にご参
加いただき、良い地域交流の場と
なりました。

　今年は三隅発電所を見学しました。バーチャルツアー
で分かりやすく仕組みを学んだあと、３組に分かれて発
電施設を間近に体感し、屋上から広大な構内を一望しました。また、
カーボンニュートラルへの取り組みについても学びました。
　参加者の方が地球温暖化や再生可能エネルギーについて話す姿も
見られ、環境について考える良い機会になりました。

　斐川交番 山根所長と出雲警察署交通総務課 鐘推巡査長から、市内
で 発 生 し た 事 故 や 事 件 の 現 状 報 告 が あ り ま し た。交 通 安 全VR

「Dri-VR」では交差点での左折事故や酩酊初期状態の事故を３名の方
に体験していただきました。劇団シグナルさんには反射材の適切使
用や特殊詐欺電話について出雲弁を交えた寸劇を披露していただき、
親しみのわく啓発となりました。

　コミセンを利用し活動されている皆様に大掃除
をしていただきました。多くの方にご協力いただ
いたおかげで、きれいなコミセンで新年を迎える
ことができました。ありがとうございました。

共催：自主企画事業 スポーツ・レクリエーション部・直江地区スポーツ協会

共催：自主企画事業　高齢者・子ども支援部・
　　　出雲市交通安全協会 直江久木支部

優 勝 新市Ａ
準優勝 相生町
3 位 堀切Ａ

協力：直江地区健康づくりの会・まちの保健室・直江カローリング同好会

直江地区
カローリング大会

11月28日（金）

11月28日（金）

自主企画事業　健康・生活部 共催：環境保全連合会直江支部

環境について考えよう

12月19日（金）

年末大掃除のお礼
高齢者
交通安全教室

12月16日（火）

　講師にLink*wsの岩成和美さんをお招きし、
軽石の容器を用いた多肉植物の寄せ植え教室
を開催しました。
　丁寧なご指導のもと、参加者さんに楽しみ
ながら制作をしていただき、ミニチュアの家
や動物の人形をちりばめた箱庭風のかわいら
しい作品ができあがりました。

　講師に小玉明子さんをお招きし「豚肉と納豆の揚げワンタン」「減塩無
限キャベツ」を作り、お酒に見立てた炭酸水とともに試食をしました。会
場では保健師によるアルコールウォッチの紹介や、パッチテストも実施し
ました。
　直江地区は約2人に1人が高血圧で、毎日飲酒をする男性の割合が高い
という報告があります。塩分控えめのおつまみをいただきながら、楽しく
お酒と付き合っていきたいと思います。

　「アンネの日記」の作者、ドイツ生まれのユダヤ人少女アンネ・フ
ランクは、2年1ヶ月のアムステルダムでの隠れ家生活の後、ナチスに
捕らえられアウシュビッツ強制収容所などに入れられました。その後、
1945年3月、15才9ヶ月の短い生涯を、チフスの病気によりベルゲン・ベルゼ
ン強制収容所で終えました。　戦後、家族の中でただ一人生き延びた父オットー・
フランクさんは、ベルギーの園芸家デルフォルヘさんから贈られた、「アンネ・フ
ランクの形見」と名付けられた新種のバラをスイスの自宅で育てていました。
　そして、1972年にアンネ・フランクの形見としてホロコースト記念館に10株
のバラの苗が贈られ、1975年には再び10株の苗木が届きました。その後、
2007年にホロコースト記念館に “アンネのバラ園” が造られ、約50株のアンネ
のバラが植えられています。アンネのバラは、40年の間接ぎ木で増やされ多くの
人に愛され育てられてきました。現在、アンネが願っていた平和を願うシンボル
として、アンネやホロコースト、平和について学びたいと願う学校や団体に贈ら
れています。

（ホロコースト記念館HPより抜粋）

　直江地区人権同和教育推進協議会では、令和6年9月にホロコースト記念館の視察研修
をしました。その際アンネのバラの苗木を希望し、令和7年12月に2株が届きました。
　アンネの父オットー・フランクさんは、“アンネをはじめ150万の子どもたちに、ただ
同情するだけではなく、平和をつくるために、何かをする人になって下さい。” と述べて
います。また、アンネは、“なぜ人間は、おたがい仲良く、平和に暮らせないのだろう”
と日記に書いています。
　平和への思いのバトンを、アンネのバラを通して直江地区でも受け継ぎたいと思います。

直江地区人権・同和教育推進協議会
植樹：令和８年(2026)１月８日

　今年度初めて、三世代交流事業として「しめ縄づくり」と「書初め教室」を
直江親子会さんと共催で行いました。
　しめ縄づくりは地域の有志の方を講師に迎え、また、書初め教室は富岡先生
を講師に迎え、当日は、20名の小学生と保護者の方の参加のもと開催いたし
ました。
　しめ縄づくりは、わらを使った本格的なしめ縄に挑戦しました。慣れない
手つきながらも、講師の方のサポートを得ながら、親子で真剣な表情でわら
を綯っていました。参加者の方々は、完成したしめ縄を手に笑顔が見られま
した。

　書初め教室は、富岡先生に文字のはね、はらい、とめ等を教わりながら、子どもたちは冬
休みの宿題も兼ねて、元気いっぱいの文字を書き上げました。出来上がった作品は、どれも
力作揃いで、会場には墨の清々しい香りと、達成感に満ちた空気が漂っていました。今回の
行事を通じて、世代を超えた交流が深まるとともに、日本の良き伝統文化を再確認する貴重
な機会となりました。ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。

直江ピノキオの会
共催：直江地区社会福祉協議会
講師：Link*ws　岩成和美さん

直江地区健康づくりの会 講師：管理栄養士　小玉明子さん

多肉植物の
寄せ植え教室

健康講座
「減塩おつまみ料理教室」

アンネのバラ

～ ホロコースト記念館（福山市）から贈られました ～

書初め教室と
しめ縄づくり
共催：直江親子会
自主企画事業　高齢者・子ども支援部
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12月28日（日）

11月16日（日）
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お　願　い コミセンでは、行事やイベントの際に写真撮影をし、コミュニティセンター報やホームページに
掲載しています。ご理解ご協力をお願いします。

　中部小学校の体育館でカローリング大会が開催されました。
今回は15チームにご参加いただき白熱した試合が繰り広げら
れました。
　会場では健康フェアを同時開催
し、アルコールパッチテストや血圧
測定などの健康チェックをしていた
だきました。たくさんの方にご参
加いただき、良い地域交流の場と
なりました。

　今年は三隅発電所を見学しました。バーチャルツアー
で分かりやすく仕組みを学んだあと、３組に分かれて発
電施設を間近に体感し、屋上から広大な構内を一望しました。また、
カーボンニュートラルへの取り組みについても学びました。
　参加者の方が地球温暖化や再生可能エネルギーについて話す姿も
見られ、環境について考える良い機会になりました。

　斐川交番 山根所長と出雲警察署交通総務課 鐘推巡査長から、市内
で 発 生 し た 事 故 や 事 件 の 現 状 報 告 が あ り ま し た。交 通 安 全VR

「Dri-VR」では交差点での左折事故や酩酊初期状態の事故を３名の方
に体験していただきました。劇団シグナルさんには反射材の適切使
用や特殊詐欺電話について出雲弁を交えた寸劇を披露していただき、
親しみのわく啓発となりました。

　コミセンを利用し活動されている皆様に大掃除
をしていただきました。多くの方にご協力いただ
いたおかげで、きれいなコミセンで新年を迎える
ことができました。ありがとうございました。

共催：自主企画事業 スポーツ・レクリエーション部・直江地区スポーツ協会

共催：自主企画事業　高齢者・子ども支援部・
　　　出雲市交通安全協会 直江久木支部

優 勝 新市Ａ
準優勝 相生町
3 位 堀切Ａ

協力：直江地区健康づくりの会・まちの保健室・直江カローリング同好会

直江地区
カローリング大会

11月28日（金）

11月28日（金）

自主企画事業　健康・生活部 共催：環境保全連合会直江支部

環境について考えよう

12月19日（金）

年末大掃除のお礼
高齢者
交通安全教室

12月16日（火）

　講師にLink*wsの岩成和美さんをお招きし、
軽石の容器を用いた多肉植物の寄せ植え教室
を開催しました。
　丁寧なご指導のもと、参加者さんに楽しみ
ながら制作をしていただき、ミニチュアの家
や動物の人形をちりばめた箱庭風のかわいら
しい作品ができあがりました。

　講師に小玉明子さんをお招きし「豚肉と納豆の揚げワンタン」「減塩無
限キャベツ」を作り、お酒に見立てた炭酸水とともに試食をしました。会
場では保健師によるアルコールウォッチの紹介や、パッチテストも実施し
ました。
　直江地区は約2人に1人が高血圧で、毎日飲酒をする男性の割合が高い
という報告があります。塩分控えめのおつまみをいただきながら、楽しく
お酒と付き合っていきたいと思います。

　「アンネの日記」の作者、ドイツ生まれのユダヤ人少女アンネ・フ
ランクは、2年1ヶ月のアムステルダムでの隠れ家生活の後、ナチスに
捕らえられアウシュビッツ強制収容所などに入れられました。その後、
1945年3月、15才9ヶ月の短い生涯を、チフスの病気によりベルゲン・ベルゼ
ン強制収容所で終えました。　戦後、家族の中でただ一人生き延びた父オットー・
フランクさんは、ベルギーの園芸家デルフォルヘさんから贈られた、「アンネ・フ
ランクの形見」と名付けられた新種のバラをスイスの自宅で育てていました。
　そして、1972年にアンネ・フランクの形見としてホロコースト記念館に10株
のバラの苗が贈られ、1975年には再び10株の苗木が届きました。その後、
2007年にホロコースト記念館に “アンネのバラ園” が造られ、約50株のアンネ
のバラが植えられています。アンネのバラは、40年の間接ぎ木で増やされ多くの
人に愛され育てられてきました。現在、アンネが願っていた平和を願うシンボル
として、アンネやホロコースト、平和について学びたいと願う学校や団体に贈ら
れています。

（ホロコースト記念館HPより抜粋）

　直江地区人権同和教育推進協議会では、令和6年9月にホロコースト記念館の視察研修
をしました。その際アンネのバラの苗木を希望し、令和7年12月に2株が届きました。
　アンネの父オットー・フランクさんは、“アンネをはじめ150万の子どもたちに、ただ
同情するだけではなく、平和をつくるために、何かをする人になって下さい。” と述べて
います。また、アンネは、“なぜ人間は、おたがい仲良く、平和に暮らせないのだろう”
と日記に書いています。
　平和への思いのバトンを、アンネのバラを通して直江地区でも受け継ぎたいと思います。

直江地区人権・同和教育推進協議会
植樹：令和８年(2026)１月８日

　今年度初めて、三世代交流事業として「しめ縄づくり」と「書初め教室」を
直江親子会さんと共催で行いました。
　しめ縄づくりは地域の有志の方を講師に迎え、また、書初め教室は富岡先生
を講師に迎え、当日は、20名の小学生と保護者の方の参加のもと開催いたし
ました。
　しめ縄づくりは、わらを使った本格的なしめ縄に挑戦しました。慣れない
手つきながらも、講師の方のサポートを得ながら、親子で真剣な表情でわら
を綯っていました。参加者の方々は、完成したしめ縄を手に笑顔が見られま
した。

　書初め教室は、富岡先生に文字のはね、はらい、とめ等を教わりながら、子どもたちは冬
休みの宿題も兼ねて、元気いっぱいの文字を書き上げました。出来上がった作品は、どれも
力作揃いで、会場には墨の清々しい香りと、達成感に満ちた空気が漂っていました。今回の
行事を通じて、世代を超えた交流が深まるとともに、日本の良き伝統文化を再確認する貴重
な機会となりました。ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。

直江ピノキオの会
共催：直江地区社会福祉協議会
講師：Link*ws　岩成和美さん

直江地区健康づくりの会 講師：管理栄養士　小玉明子さん

多肉植物の
寄せ植え教室

健康講座
「減塩おつまみ料理教室」

アンネのバラ

～ ホロコースト記念館（福山市）から贈られました ～

書初め教室と
しめ縄づくり
共催：直江親子会
自主企画事業　高齢者・子ども支援部


